
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「きのこはともだち」 
松岡  達英／構成 下田  智美／絵と文 

（偕成社） 

 

 

「もりのてぶくろ」 
八百板 洋子∥ぶん ナターリヤ チャルーシナ∥え 

八百板 洋子∥ぶん（福音館書店） 

 

  

 

発行：とぎつちょうりつとぎつとしょかん 

 

 ぼくはともだちを作
つく

るのがにがてな男
おとこ

の

子
こ

。どうしたらともだちができるのかわから

ない。 妹
いもうと

は幼
よう

稚
ち

園
えん

に入
にゅう

園
えん

したその日
ひ

に、

ともだちができた。おばあちゃんにだって、

お母
かあ

さんにだって、たくさんともだちがい

る。でも、おじいちゃんにはともだちがいな

い。ぼくはきっとおじいちゃんに似
に

たんだな

ぁ。ところが、おじいちゃんには「ちょっと

だけともだち」がいた。 

「ちょっとだけともだち」って何
なん

だろう？ 

「本がきらい本がすき」  

マリアホ イルストゥラホ∥さく え 

 小川 紗良∥やく（KTC中央出版） 

 

 

「図書館のぬいぐるみかします 3」 
シンシア ロード∥作 ステファニー  

グラエギン∥絵 田中 奈津子∥訳（ポプラ社） 

     
本
ほん

と同
おな

じようにとしょかんで借
か

りることがで

きるぬいぐるみたち。この 3巻
かん

は、ユニコー

ンのぬいぐるみ「キラリ」のおはなし。 

 キラリの夢
ゆめ

は、ずっと住
す

める家
いえ

で、その家
いえ

の子
こ

どもになる事
こと

です。ある日
ひ

、キラリを借
か

りて行ったのは、さいきんこの街
まち

にひっこし

てきたばかりのマヤという女
おんな

の子
こ

。キラリは

マヤと仲良
な か よ

くなり、夢
ゆめ

をかなえることができ

るのでしょうか？ 

 

秋
あき

はきのこの季節
き せ つ

。森
もり

の中
なか

にはきのこがい

っぱい。きれいなきのこは、たべられないの

もおおい。きのこのことがなんでもわかる絵
え

本
ほん

。見
み

ているだけでも楽
たの

しい。 

きのこを使
つか

ったおいしいりょうりの作
つく

り方
かた

ものってるよ。 

 

「たのしい夏
なつ

休
やす

みに、本
ほん

を読
よ

むのをわすれ

ずに！」と先
せん

生
せい

は言
い

った。せっかくの休
やす

みに

本
ほん

をよむなんて、そんなのいやだ！ 

しぶしぶおねえちゃんにつれられて図書館
としょかん

に行
い

き、ちょっとぶあつい本
ほん

をかりてきた。

おねえちゃんにすすめられたからだ。 

ページをめくり、読
よ

みだすと、「え？」って

なって、「うわっ！」となって…。いつのまに

かぼうけんのたびに出
で

ていた。 

 

「あんまりすてきだったから」 

 くどう れいん∥さく みやざき ひろかず∥え

（ほるぷ出版） 

 

 歌手
か し ゅ

の歌声
うたごえ

があんまりすてきだったから、こ

ころをこめててがみを書
か

きました。そのてがみ

があんまりすてきだったから、はいたつしてい

たゆうびん屋
や

さんは、思
おも

わずくちぶえをふきま

した。それを聞
き

いたことりは楽
たの

しくなって…。 

幸
しあわ

せな気
き

もちがどんどんつながっていきま

す。いつしか読
よ

んでいる人
ひと

にもつながって、幸
しあわ

せがとどきます。 

「ちょっとだけともだち」 
なかがわ ちひろ∥作（のら書店） 

 

森
もり

の中
なか

にてぶくろみたいな葉
は

っぱが一
いち

枚
まい

落
お

ちていました。ねずみがやってきて、そっとて

のひらを重
かさ

ねてみますが、「ぼくにはおおきい

や」と行
い

ってしまいました。あとからあとから

いろんな動物
どうぶつ

たちがやってきて、てをあてて

みます。ぴったりなのは誰
だれ

かな？ 

 


